
特別企画

現場で必須！
電気工事の
安全対策
　建設現場では様々なリスクに備えて対策を講じることが求めら
れています。その中でも電気工事現場では、感電事故防止や高所
作業時の転落防止など作業によって特別な保護が必要になりま
す。そこで、あらためて電気工事の安全対策につながる製品を紹
介します。
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■背　景
　電気設備の工事においてケーブル誤切断によ
る事故、設備損傷などの報告がある。
　このケーブル切断時の工程は
•切断するケーブルが含まれる電気設備のブレ
ーカー等で活線ではない状態にする

•切断するケーブルが活線ではない状態を検電
器で確認する

•切断するケーブルが活線ではないことを確認
したケーブルを切断工具で切断する

となるが
ａ．ブレーカーを落としたつもりになっていた、
もしくは違う設備のブレーカーを落としてい
た

ｂ．検電器でチェックし忘れた、検電器を不適
切な状態で使用していた

ｃ．切断するケーブルを間違えた
などの思い込みによるヒューマンエラーがどん
なに注意をしていても起きてしまうのでそのリ
スクを低減するための器具を開発することが急
務となっていた。
■コンセプト
•ケーブル切断をする時、作業者は「ケーブル
は活線状態ではない」と思い込んでいるので
検電器でチェックしたあとの工程でさらに危
険を知らせることができる

•絶縁手袋をしたままでも検知できる
•現場でよく使われる工具に装着でき、邪魔に
ならない形状

•電池寿命を長くし電池交換の手間をなるべく
少なくする

を重点課題とした
■測定対象
•シールドされて
いない活線状態
のケーブル全般

■特　長
①現場でよく使われる７インチ－８インチの手
動切断工具に取り付けができる
②現場環境、測定者で変わる容量差に対応でき
るよう感度調整ができる
③活線ケーブルと人体の電位差により検知し、
LEDによる発光とブザー鳴動する
④電池寿命５ヶ月の低消費を実現
■製品概要
電圧範囲：約AC60V-600V 50Hz/60Hz
•７インチまたは８インチの手動切断工具グリ
ップ部に装着
表示方法：断続発音 /LED発光
対象電線：シールドされていない被覆線
電　　源：LR44×2

活線センサ　KDP10

http://www.sanwa-meter.co.jp/japan/

三和電気計器（株）
TEL 0120-51-3930

特別企画 現場で必須！電気工事の安全対策

KDP10検知の仕組み

KDP10をペンチに装着

KDP10

http://www.sanwa-meter.co.jp/japan/


資料請求 No.081
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■AC/DC高・低圧用検電器HSN-6A型
　（標準価格 34,500円）
•使用電圧範囲は、AC100V～7kV、DC50V
～7kV（接地線を付けた状態）。
　※高圧機器の耐電圧試験の用途に限り AC 

10.5kV、DC21kVまで使用可能。
• DC7kV まで検電が可能なので、高圧系統
の太陽光設備に対応できる。

•ケーブルに残留しているDC電圧を検出でき
る上、残留電荷の放電も可能。

•充電時の動作表示で AC/DC 判別が可能
（AC：赤色、DC：オレンジ色）。
•全長は、縮めて278mm、伸ばして810mm
の伸縮タイプ。質量は約290gと携帯に便利。

■AC高・低圧用検電器HSS-6B型
　（標準価格 18,900円）
•使用電圧範囲は、AC80V～7kV（低圧検電は、
銘板部に触れながら使用）。

•全長は、縮めて216mm、伸ばして746mm
の伸縮式の軽量タイプ（質量約130g）。

■高圧活線接近警報器リストアラーム
HXW-6型（標準価格 12,000円）

•充電部に接近した時、警報表示（発音・発光）
で知らせる感電防止の必需品。

•高圧6.6kV（対地電圧3.8kV）に 60cmま
で接近した時、警報開始（弊社の試験状態）。

•充電部との距離感を体感できる動作周期（充電
部に近づくにつれ発音・発光動作が速くなる）。

■充電式 LED作業灯 EWL-3型（標準価格
18,000円　※バッテリー、ACアダプタは別売）

•10m先を視認可能なスポットライトが付い
た、耐衝撃・耐薬品のタフなプロフェショナ
ル仕様。
•ワークライトは、max15時間連続点灯可能
な照度２段切替と点滅機能付き。
•マグネットが内蔵されたツバ部は可動式で、
ワークライト照射角度を自由に調整できる。
•赤色カバー（標準価格1,800円）をワークラ
イトに装着すれ
ば、警告灯に早変
わり。
•防水構造（IP44
相当）、質量 480g
（バッテリー含
む）、便利な肩掛
けベルト、Ｓ字フ
ック付き。
■放電完了インジケーター付き放電棒
　（標準価格 65,000円）
•放電電圧は、最大DC27kV。
•放電電流を制限する為の抵抗を内臓（安全性
を高め、接触部のダメージを抑える）。

•電圧検出機能により放電中は発音発光する
為、目と耳で
放電完了を確
認できる。
•先端金具は、
交換可能なス
トレート型及
びフック型を
標準付属。

太陽光発電や高圧受変電設備などの電気工事、点検用“高・低圧用検電器”
“活線接近警報器”“充電式 LED作業灯”“放電完了インジケーター付き抵抗内蔵型 放電棒”

http://www.hasegawa-elec.co.jp

長谷川電機工業（株） 営業本部
TEL 06-6429-6144

特別企画 現場で必須！電気工事の安全対策

http://www.hasegawa-elec.co.jp


資料請求 No.082
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　高い汎用性を誇る 12mクラスのトラック式
高所作業車、スカイマスター「SK12C1FN」
および「SK12C1RN」が登場。「ニュートラル
検知インターロック装置」「パーキングブレー
キインターロック装置」をはじめ、多くの安全
装置を標準で装備することで高い安全性を追求
した機種となっている。さらにオプション装備
のラインナップも豊富であり、「FRPバケット」
「工具箱」「荷枠」などを選択することで、引込・
PAS・照明工事といった各種の電気工事に対
応可能である。また SK12C シリーズは 100
％即時償却や税額控除を可能とする「中小企業
強化税制（※）」の対象であるため、導入するこ
とにより節税面での効果も期待できる。
※適用には条件あり

トラック式高所作業車　スカイマスター

https://www.aichi-corp.co.jp

（株）アイチコーポレーション 営業企画部　企画統括課
TEL 048-781-3330

特別企画 現場で必須！電気工事の安全対策

SK12C1RN

SK12C1FN

資料請求 No.083

https://www.aichi-corp.co.jp
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　絶縁用保護具は、労働安全衛生規則第 351
条により６か月に１回絶縁性能試験を実施する
ことが義務付けられている。そのため、試験を
外部委託する場合は引き渡しから完了品の受
取、利用再開に至るまでの手続きやコスト、所
要時間がいずれも少なくない。計測技術研究所
の絶縁保護具自主検査器「IKシリーズ」は、安
全帽専用タイプと安全帽・ゴム手袋・ゴム長靴
の３種に対応するタイプがあり、キャスターが
ついた可搬型専用水槽の上に耐電圧試験器を乗
せたコンパクトサイズ。どちらも畳一畳分のス
ペースが確保できれば設置することができる。
いずれも JIS T 8010 を始めとする検査方法
規定に準拠。１回に試験できる保護具は１セッ
トだが、試験の所要時間はおよそ３分と短い。
予め試験用数値を設定すれば以降は試験のスタ
ートボタンを押すだけで運用でき、試験実施に

は資格保有の必要はない。試験中は水槽に装備
されたインターロック機構と耐電圧試験器の有
線式リモコンにより、誰でも安全に JIS 規格
に準拠した試験を行うことができる。作業者が
直接身につけるものだからこそ、目の前で安全
が確認できる自主試験を行い、道具点検と事故
防止への意識向上の一助となる製品である。

絶縁保護具自主検査器「IKシリーズ」

http://www.keisoku.co.jp/

（株）計測技術研究所 パワーエレクトロニクス事業部
TEL 044-223-7950

特別企画 現場で必須！電気工事の安全対策

資料請求 No.084

http://www.keisoku.co.jp/
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◎ハタヤリミテッドはコードリール、作業用照
明機器、オートリール、各種リール等の専門メ
ーカーとして、業界のスタンダード製品をはじ
め、特殊機能、複合機能、高性能のハイグレー
ド製品を小型から超大型にいたるまで、幅広く
お届けしています。
◎ハタヤ屋外用コードリールの原点である
「レインボーリー
ル」（GE-30K 型・
BE-30K型）は、新
開発の 2P・2P 接
地付兼用の防雨型コ
ンセントを装備した
新モデル。コンセン
ト外周部が柔軟にた
わむことで、プラグ
形状の違いによるコ

ンセント内部への水やホコリの侵入を防ぎ、現
場作業における機能性・安全性を確保します。
漏電遮断器付きのBE-30K型は、水気のある
場所や通電性の高い場所での感電事故を未然に
防ぐのに役立ちます。また、温度センサー付き
の SBE型では、リールを巻いたまま長時間使
用したり、定格電流を超えて使用すると起こる
電線の異常な温度上昇を感知し、コンセントへ
の給電をストップします。

「安全と使いやすさ」を追求するハタヤのコードリール

http://www.hataya.jp

（株）ハタヤリミテッド 顧客サービスデスク
TEL 0120-686-888

BE-30K型

特別企画 現場で必須！電気工事の安全対策

資料請求 No.085

http://www.hataya.jp
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■電工ボールグリップドライバー：電設工事で
最も適した軸長を調査し、プロ用として開発。
分電盤の奥や壁の中の金具、狭い場所等で届
きにくいと感じたり、室内でしゃがんだとき、
床に刃先を突いてしまったり、そんなトラブ
ルを解消する新スタンダードサイズ『軸長125 
mm』。また、サックへの収納を阻害すること
なく落下防止機能を追加した「スリムターン電
工ボールグリップドライバー」と、「落下防止ス
リムコード」を用意。スリムな回転部には接続
ワイヤーが付属しており、フックがサック内へ
挟まることなく抜き差しがスムーズに行なえ、
ドライバーを廻してもコードが絡まることがな
い。更に、コードをスマートに束ねるスリーブ
が付属しており、引っ掛かりの原因となってい
た輪状解消。フックの吊り高さに合わせて、コ
ードの折り曲げ位置を調節することができる。

↓特長や、詳しい使い方の動画はこちら
https://www.youtube.com/watch?v=vrIzqoLEe7g

電工ボールグリップドライバー

http://www.vessel.co.jp/

（株）ベッセル 企画開発部
TEL 0120-999-914

特別企画 現場で必須！電気工事の安全対策

資料請求 No.086

http://www.vessel.co.jp/
https://www.youtube.com/watch?v=vrIzqoLEe7g
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【会社紹介・開発の背景】　赤外線サーモグラフ
ィカメラ業界のパイオニア、フリアーシステム
ズは、50年以上に渡り、化学、産業、軍事向
けのサーモグラフィカメラを提供してきた。こ
の度、電気保安技師や、建設業界の専門家、そ
してメンテナンス業者向けに携帯性に優れたポ
ケット型サーモグラフィカメラ FLIR　C2 ／
C3を発売した。
【特徴】　史上初のポケットタイプの赤外線サー
モグラフィカメラでありその機能は建築物検査
（断熱不良、水漏れチェック等）、電気設備の保
守点検（電気キャビネット、ソーラーパネル点検
等）、食品の品質・衛生管理などで見えない問
題個所の発見に活用できると期待されている。
【主な特徴】
■リアルタイム画像補正校正機能MSX（画像
の解釈を容易にする為にサーモグラフィ画像

に対象物の輪郭を際立たせくっきりとした赤
外線画像が得られる処理）を内蔵し映像確認
が容易。
■専門的な報告書が作成できる FLIR Tools　
（HPでダウンロード：無償）で熱解析が容易
にできる。
■見やすい自動回転画面とタッチスクリーン
■保証　カメラ本体２年　検出器10年

ポケットサイズ 赤外線サーモグラフィカメラ FLIR C2/C3

http://www.yuka.co.jp/

FLIR社 販売代理店 ユカインダストリーズ（株） 営業部　企画課
TEL 03-5741-1721

特別企画 現場で必須！電気工事の安全対策

資料請求 No.087

http://www.yuka.co.jp/


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /PageByPage
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /UseDeviceIndependentColor
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 524288
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Preserve
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Average
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <FEFF007700650062005f8efd91cf>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [300 300]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




